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福岡

第
46
回
人
権
問
題
夏
期
講
演
会

前
大
木
町
長
が
、
ご
み
ゼ
ロ
・

脱
炭
素
政
策
を
語
る

ハンセン病資料館を見学
患者を威嚇見せしめの重監房

国が「再構築協議会」設置を通知

鉄道の廃止、バスや
BRTへの転換も話し合う

群
馬

　

福
岡
県
粕
屋
地
区
人
権
連

動
連
合
会
（
川
口
學
会
長
）

主
催
の
第
46
回
粕
屋
地
区
人

権
問
題
夏
期
講
演
会
は
８
月

26
日
午
後
、
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
大
ホ
ー
ル
で
糟
屋
郡
６

目
立
ち
ま
し
た
。
参
加
者
が

メ
モ
を
熱
心
に
と
っ
て
い
る

姿
が
多
か
っ
た
の
も
特
徴
で

し
た
。

　

46
回
目
の
今
年
は
、
福
岡

県
大
木
町
の
前
町
長
の
境
公

雄
さ
ん
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
人

権
問
題
」
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
講
演
。

　

大
木
町
は
生
ご
み
な
ど
の

地
域
環
境
事
業
や
「
大
木
町

も
っ
た
い
な
い
宣
言
（
ゼ
ロ

ウ
エ
ス
ト
宣
言
）」
と
ご
み

の
分
別
資
源
化
事
業
、
合
併

処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
協
会

立
ち
上
げ
な
ど
、
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
た
自
治
体
で
す
。

　

講
師
の
境
公
雄
さ
ん
は
町

長
時
代
に
、
全
国
に
先
駆
け

て
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

を
公
表
し
、
脱
炭
素
の
街
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
演
で
境
さ
ん

は
大
木
町
の
主
な
ご
み
ゼ
ロ

政
策
と
脱
炭
素
政
策
を
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
で
詳
細
に
報

告
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
た
と
り
く
み
を
語
り
か

け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
講
演
は
元
町

長
と
い
う
よ
り
は
学
者
風
で

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
「
福
岡
市
よ
り
ご
み
事

業
の
取
り
組
み
は
す
す
ん
で

い
る
よ
う
。
参
考
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
一
様
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

町
の
教
育
委
員

会

後

援

で

開

催
、

猛
暑
の

中
、
６
４
０
人

が
参
加
し
て
盛

況
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
４
年

ぶ
り
の
開
催
と

あ
っ
て
、
郡
内

６
町
か
ら
学
校

や
保
育
・
幼
稚

園
の
若
い
教
員

な
ど
の
参
加
が

　

群
馬
県
地
域
人
権
運
動
連
合

会
は
９
月
２
日
、
草
津
の
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
の
見
学
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
、
草
津

栗
生
（
く
り
う
）
楽
泉
園
の
入

り
口
付
近
に
あ
る
重
監
房
跡
を

見
学
し
、
つ
づ
い
て
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
を
廻
り
ま
し
た
。

た
。

　

ま
た
現
在
、
全
国
人
権
連
の

代
表
委
員
を
さ
れ
て
い
る
吉
村

駿
一
さ
ん
は
弁
護
士
で
も
あ

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
国
賠
訴
訟
の

弁
護
を
当
初
か
ら
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
関
係
も
あ
り

谺
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
不

当
な
部
落
差
別
と
闘
っ
て
き
た

私
た
ち
の
団
体
を
深
く
信
頼
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
谺

さ
ん
の
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
お

り
『
こ
だ
ま
文
庫
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
・
交
流
会
は
天

気
に
恵
ま
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
資

料
館
で
そ
の
歴
史
と
実
態
を
学

ぶ
な
ど
大
変
有
意
義
で
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。（「
人

権
ひ
ろ
ば　

群
馬
版
」
よ
り
）

方
針
」
を
作
り
ま
す
。
国

は
、「
協
議
が
と
と
の
う
よ

う
積
極
的
に
関
与
し
て
い

く
」
立
場
で
、
協
議
期
間
は

お
お
む
ね
３
年
間
で
す
。

　

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ

る
と
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
の
鉄

道
路
線
の
う
ち
、「
輸
送
密

度
」（
１
キ
ロ
あ
た
り
の
１

日
平
均
輸
送
人
員
）
が
２
０

０
０
人
未
満
の
路
線
は
、
１

９
８
７
年
は
キ
ロ
ベ
ー
ス
で

16
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
２
０
１
９
年
に
は
31
％

　

鉄
道
の
存
廃
に
つ
い
て
自

治
体
や
鉄
道
会
社
が
話
し
合

う
場
（「
再
構
築
協
議
会
」）

を
国
が
主
導
し
て
設
け
ら
れ

る
制
度
（「
改
正
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
」）
の

運
用
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
赤
字
の
地
方
路
線
を

抱
え
る
鉄
道
会
社
と
、
鉄
道

会
社
が
「
廃
止
あ
り
き
」
で

協
議
に
臨
ん
で
く
る
こ
と
を

警
戒
す
る
自
治
体
の
「
対

立
」
や
議
論
し
だ
い
で
は
地

方
の
交
通
の
あ
り
よ
う
と
人

の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
①
「
鉄
道
輸
送

の
維
持
・
高
度
化
」
②
「
バ

ス
な
ど
へ
の
転
換
」
の
ど
ち

ら
か
の
方
策
に
つ
い
て
協
議

が
と
と
の
え
ば
、「
再
構
築

　

「
呑の

み
鉄
」
と
し
て
知
ら

れ
る
俳
優
の
六
角
精
児
さ
ん

は
、
広
島
県
庄
原
市
で
９
月

23
日
に
あ
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
芸
備
線
・
木
次
線　

魅

力
を
活
か
す
方
法
を
考
え

る
」
で
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
現
状

を
「
厳
し
い
」
と
繰
り
返
し

「
鉄
道
と
は
何
か
を
沿
線
住

民
に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
て
い
ま
す
。

　

翌
24
日
に
は
沿
線
の
地
酒

を
味
わ
え
る
特
別
列
車
「
呑

み
鉄
鈍
行
ち
ど
り
足
」
号
が

運
行
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
に

は
個
性
的
な
酒
蔵
が
あ
り
、

田
舎
の
原
風
景
が
残
る
路
線

の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、

　

Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
、
鵡
川
―

様
似
間
１
１
６
㎞
の
廃
線
が

決
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
１
月
の
高
波
で
被
災
・
運

休
し
て
以
来
、
災
害
復
旧
も

な
さ
れ
ぬ
ま
ま
５
年
半
も
放

置
さ
れ
た
挙
句
の
廃
線
決
定

で
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
っ
て
、
バ

ス
運
転
手
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
数
も
不
足
す
る

中
、
旅
客
と
と
も
に
荷
物
を

運
ぶ
貨
客
混
載
も
可
能
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

世
界
的
に
気
候
変
動
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
欧
州

で
は
よ
り
環
境
負
荷
の
少
な

い
鉄
道
の
利
用
が
促
進
さ

れ
、
世
界
的
に
鉄
道
復
権
の

流
れ
で
す
。

　

地
域
住
民
の
高
齢
化
に
伴

っ
て
運
転
免
許
の
返
納
問
題

も
あ
り
、
よ
り
快
適
性
の
高

い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
公
共
交

通
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
を

促
進
す
る
た
め
に
も
、
よ
り

視
認
性
が
高
く
信
頼
性
の
高

い
公
共
交
通
と
し
て
、
鉄
道

が
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

芸
備
線
で
「
呑
み
鉄
」
号
走
る

市
民
ら
赤
字
路
線
の
魅
力
発
信

参
考 

Ｊ
Ｒ
日
高
線
を
守
る
会
最
終
声
明

�

（
２
０
２
０
年
10
月
23
日　

抜
粋
）

何
よ
り
、
地
域
の
鉄
道
そ
れ

自
体
が
観
光
資
源
で
あ
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
毎
年
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
災
害
列
島

で
す
。
台
風
が
来
る
た
び
に

被
災
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
が
消

え
て
ゆ
く
よ
う
な
貧
し
い
社

会
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鉄
道
は
、
地
域
の
暮
ら
し

と
文
化
を
支
え
る
大
切
な
資

源
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家

が
責
任
を
も
っ
て
維
持
す
べ

き
公
共
財
で
あ
り
社
会
的
共

通
資
本
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

新
自
由
主
義
的
な
や
り
方
で

は
限
界
だ
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
以

上
一
本
た
り
と
も
廃
線
を
出

し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

不
採
算
路
線
や
被
災
し
た
ロ

ー
カ
ル
線
を
簡
単
に
廃
止
と

す
る
の
で
は
な
く
、

政
治

は
、
日
本
の
鉄
道
網
の
維
持

と
鉄
道
の
災
害
復
旧
の
た
め

の
枠
組
作
り
等
に
本
気
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

近
の
稲
穂
が
揺
れ
る
車
窓
の

眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

１
０
０
人
が
乗
車
し
、
日
本

酒
を
飲
み
な
が
ら
、
収
穫
間

市
民
グ
ル
ー

プ
「
芸
備
線

魅
力
創
造
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト
」（
横
川

修
代
表
）
が

企
画
し
ま
し

た
。

　

列
車
は
三

次
駅
（
広
島

県
三
次
市
）

か
ら
備
後
落

合
駅
（
同
県

庄
原
市
）
ま

で
を
約
３
時

間
で
往
復
。

２
両
編
成
の

車
両
に
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン

デ

ィ

ン

グ

（
Ｃ
Ｆ
）
の

支
援
者
ら
約

　

こ
の
資
料
館
の

建
設
に
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
国
賠
訴
訟

の
原
告
団
長
だ
っ

た
谺
（
こ
だ
ま
）

雄
二
さ
ん
（
享
年

82
歳
）
の
希
望
と

情
熱
が
あ
り
ま
し

た
。
谺
さ
ん
は
元

ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
人
権
獲
得
・
人

間
復
活
の
リ
ー
ダ

ー
、

作
家
で
あ

り
、
私
た
ち
全
国

人
権
連
の
本
部
役

員
で
も
あ
り
ま
し

に
ま
で
増
え
、
翌
20
年
に
は

38
％
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
と
岡
山
県
を
走
る

赤
字
路
線
の
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
を

め
ぐ
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
自
治
体
に
任
意
の
再
協
議

を
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
の

自
治
体
側
は
反
発
し
、
事
態

は
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

西
日
本
は
10
月
３
日
、
芸
備

線
の
一
部
区
間
の
備
中
神
代

と
備
後
庄
原
間
で
「
再
構
築

協
議
会
」
設
置
を
求
め
ま
し

た
。


